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　「検査社会の到来 “ 健康 ” が義務となる社会」
　関 正勝 ( 聖路加国際病院チャプレン・立教大学
名誉教授 )
司　会

































































































・本日はチラシのテーマ「検査社会の到来 “ 健康 ”
が義務となる社会」だけをみて参加しました。
しかし関先生のお話の内容は、具体的事例（ご
自分の家族含め）を挙げながら、人間の生きる
本質は何かの問いかけを与えていただく実に濃
い内容でした。参加（聴講）した価値がありま
した。
・「存在が価値である」ということに共感します。
その発想を行動、態度に表せる自分でありたい
と思います
　「障がいは社会にある生きにくさを映し出す鏡で
ある」ということをもとにした街づくりを実現
できるよう努力したいと思いました。日々の働
きに向けた示唆を与えていただきました。あり
がとうございました。
・最後に質疑応答では心に残るお話、沢山ありが
とうございました。今日は本当に来てよかった
です。
・本日のご講演聴かせていただいたこと、ありが
とうございます。身体に障がいをもっておられ
る方たちのボランティアをしていて、人間の価
値とか、存在の意味などをいつも考えさせられ
ております。わたしの思いに強い味方を得た様
な、またこれからのボランティアを続ける力を
いただいたことに感謝もうしあげます。
・私たちの小さい時からインプットされている、
国家の都合の良い思想や教育がなされています
ので、健康ではない人の存在が否定されつつあ
ります。
・自分の弱さを認め、他社に支えらながら、他者
をささえながら共に生きることの大切さを教え
られました。
・今日のセミナーを感謝しています。ダウン症の
人に問いつつ存在の価値をということばが心に
留まっています。一人の人の価値、大切さを学
ばせて頂いています。
・茶臼岳の話、印象的でした。ありがとうござい
ました。
・本当にありがとうございました。
